
【お問い合わせ先】沖縄県企画部交通戦略推進課

「ゆずり愛」
  バスレーン
  サイト

通勤時間の増加 移動によるCO2排出量が多い

渋滞損失は給与換算で一人あたり年間約10万円 車に左右されるお出かけ

平日混雑時の走行スピードは23区より遅い ※那覇市内 2045年には沖縄県人口の約3分の１が高齢者

高齢者やレンタカーの事故割合増加

沖縄の車移動による現状と資料 バスに道をゆずる「ゆずり愛バスレーン」は、誰もが利用しやすい
交通環境づくりを目指すための沖縄県による新たな取り組みです。

～「ゆずり愛」の心で目指す、 誰もが不自由なく行き来できる「持続可能な沖縄」～

路線バス優先に、ご協力ください。
バスに道をゆずる思いやりがバスの定時運行を支え、バスをもっと使い
やすくすることにつながります。未来のあなたのスムーズな移動と、高齢者
や子ども、障がいのある方を含めた「すべての人の移動手段」の確保の
ために、「ゆずり愛バスレーン」へのご協力をお願いします。

～令和８年１１月２日月 令和９年３月３１日水実証
期間

時間 平日 朝6時～夜22時
※年末年始は除く

実施
区間

那覇市(久茂地)～沖縄市(胡屋)
宜野湾市(伊佐)～北谷町(桑江)

方向
車線

上下両方向の
第一車線(歩道側)

◯電　話：098-894-2616（平日 9時～17時）
◯メール：aa015407@pref.okinawa.lg.jp

渋滞や移動効率の低さにより、物流コストの増加や観光回遊性の低下が
生じ、地域全体の生産性に影響を与えています。

平成18年から令和5年にかけて、30分以上の通勤移動の割合が増加。
都市機能の分散により移動距離が長くなりやすいことも、時間的・経済的
負担を増大させる要因となっています。

地球温暖化の原因となる二酸化炭素排出量について、沖縄県は全国と比較
して運輸部門の排出量が高い傾向にあります。

沖縄県交通事故件数は減少傾向にありますが、県内死者数はコロナ禍後に
急増しています（グラフ上）。
交通事故発生割合は高齢者が増加。レンタカー事故もコロナ禍後に再度
増加しています（グラフ下）。

免許（原動機付自動車・自動車・自動二輪）の保有状況や、自由に使える
自動車の有無によって（特に高齢者の）外出率が大きく異なります。

2045年にかけて、

年少人口が16.3％から14.0%、
生産年齢人口が60.9%から53.9%、
高齢者人口が22.7%から32.1%

に変化することが見込まれています。

国道58号の混雑のようす

通勤、通学等の所要時間短縮 を目指す

予定通りの時間で移動できることを目指す

渋滞ストレス解消 を目指す

CO2削減 を目指す

バスでも不便なく外出できること を目指す 事故リスク軽減 を目指す

将来、車がなくても外出可能な環境 を目指す

渋滞
損失時間

沖縄県全体 8,145万人時間/年
うち 本島中南部地域6,908万人時間/年

給与
換算

一人あたり 年間約9,8万円
県全体 年間1,455億円

労働力
換算 48,515人

[資料] 内閣府沖縄総合事務局「第2回沖縄交通リ・デザイン実現検討
会参考資料1PI第1回フェイズパンフレット」をもとに作成

[資料]
沖縄県「沖縄中南部都市圏PT
調査計画課題に関する現状分析」
をもとに作成

本島中南部都市圏における
通勤時間の構成比の変化

那覇市と他都市の、平日混雑時における車両の平均走行速度の比較

[資料]沖縄県「沖縄ブロック新広域道路交通ビジョン」をもとに作成
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[資料]  沖縄県「沖縄中南部都市圏PT調査 計画課題に関する現状分析」をもとに作成
本島中南部都市圏における免許保有別外出率

[資料]  2023年は住民基本台帳人口、2045年は国立社会保障・人口問題研究所(令和5年推計)をもとに作成
沖縄県における2023年(左）と2045年(右、推計）の年齢階層別人口

本島中南部都市圏における車所有別外出率
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沖縄は近年死亡者数が急増
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[資料]国立環境研究所 温室効果ガスインベントリオフィス

沖縄県運輸部門内訳
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沖縄県における各部門の
分野・区分別排出構成

高齢者事故割合の増加

[出典]令和5年版交通白書（沖縄県警）より作成
交通事故（人身事故）件数と死者数の推移

[出典]令和5年版交通白書（沖縄県警）より作成
沖縄県交通事故（人身事故）件数の割合推移


